
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
研
修
始
ま
る

　
　
Ｊ
－
Ｃ
Ａ
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
招
き

　
発
展
途
上
国
の
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ

（
民
間
活
動
団
体
）
か
ら
ス
タ

ッ
フ
を
迎
え
、
ア
ジ
ア
医
師
連

絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
で
、

組
織
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん

で
も
ら
う
国
際
協
力
事
業
団

　
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
研
修
が
十
八

日
、
岡
山
市
楢
津
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

本
部
で
始
ま
っ
た
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

が
日
本
の
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
協
力

し
て
行
う
研
修
は
、
全
国
で
畦

人
が
参
加
。
い
ず
れ
も
、
自

国
の
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ス
タ
ッ

フ
で
、
ス
タ
ッ
フ
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
な
ど
を
担
当
し
て
お

り
、
期
間
は
十
八
日
－
十
月
二

十
七
日
。

　
東
大
や
岡
山
犬
医
学
部
の
研

究
者
ら
を
招
き
、
医
療
ス
タ
ッ

フ
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
研
修

が
必
要
か
な
ど
に
つ
い
て
の
講

組
織
の
理
念
で
あ
る
「
相
互
扶

助
」
な
ど
に
つ
い
て
熱
弁
を
振

る
い
、
研
修
員
ら
は
熱
心
に
メ

モ
を
と
る
な
ど
し
て
聴
き
入

っ
て
い
た
。
ボ
リ
ビ
ア
で
医

療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
技
術
研
修
を
担

一
。
五
年
計
画
で
開
始
か
ら
三

年
目
に
な
る
が
、
途
上
国
の
Ｎ

Ｇ
Ｏ
を
育
て
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
同
じ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
継
続
し
て

違
う
ス
タ
ッ
フ
を
招
待
、
研
修

の
成
果
を
組
織
と
し
て
生
か
せ

る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
。

　
イ
ン
ド
、
タ
イ
、
ブ
ー
タ
ン
、

ニ
カ
ラ
グ
ア
な
ど
十
四
か
国
か

ら
三
十
、
四
十
歳
代
の
十
四

義
を
受
け
る
ほ
か
、
県
内
の
病

院
、
専
門
学
校
を
訪
問
、
母
親

学
級
や
障
害
者
の
指
導
方
法
な

ど
に
つ
い
て
も
学
ぶ
。
十
月
十

三
日
か
ら
の
「
第
七
回
お
か
や

ま
国
際
貢
献
Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ
ミ
ッ

ト
」
へ
の
参
加
も
予
定
し
て
い

る
。
　
初
日
は
菅
波
茂
・
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

代
表
理
事
が
同
本
部
で
講
演
。

Ｘ

当
し
て
い
る
ホ
セ
・
イ
グ
ナ

シ
オ
・
カ
レ
ノ
さ
ん
（
4
9
）
は

「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
理
念
を
、
ぜ

ひ
自
国
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

も
反
映
さ
せ
た
い
」
と
話
し
て
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